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研修会実施概要 

 

 

長野県において開催した、令和７年度長野県自主防災組織リーダー研修会の概要

について報告します。 

 

 

１ 目 的 

   避難所における避難者の生活環境を向上させるため、避難所における円滑な

運営のあり方を学び、環境向上に資する製品等を体験する機会を設ける。 

 

２ 主 催  

  長野県／一般財団法人日本防火・防災協会 

 

３ 後 援 

総務省消防庁 

 

４ 実施日時 

 ・第１回：令和７年７月24日（木）10時00分から 16時00分 まで 

 ・第２回：令和７年11月27日（木）10時00分から 16時00分 まで 

 

５ 会 場 

  ・第１回：サントミューゼ（上田交流文化芸術センター） 

       長野県上田市天神三丁目15番15号 

  ・第２回：伊那市防災コミュニティセンター 

       長野県伊那市西町5824番地 

 

６ 参加者 

自主防災組織リーダー、自主防災アドバイザー、防災士 など 

  ・第１回：28名（他、市町村職員26名、県職員４名） 

  ・第２回：40名（他、市町村職員23名、県職員９名） 

 

７ 研修日程 

   ６ページのとおり 

 

８ 研修概要 ※第１回、第２回とも同内容 

（１）講義 
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 ・講師：一般社団法人 ピースボート災害支援センター 辛嶋 友香里 氏 

     2011年、東日本大震災をきっかけにPBVの初期運営メンバーとして支

援に携わり職員となる。全国各地で講演やPBVが持つ各種防災・減災

プログラムの研修講師として活動中。国内災害の緊急支援も担当。 

令和６年度能登半島地震、能登半島豪雨の災害対応にも従事。 

  ・内容：能登半島地震など近年の被災地の実情や課題、実践的な対応や運営ノ

ウハウを学ぶ研修（講義・図上演習） 

 （２）避難所関連製品展示・体験会 

  ・内容：ＴＫＢ等に関連する製品の展示・体験 

 

８ 研修詳細 

 （１）講義 

  「被災地の実情や課題・運営ノウハウを学ぶ」をテーマに、PBV辛嶋氏を講師

に迎え、講義形式で実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ア 大災害に襲われたら…講師が経験した近年の災害を基に災害発生時に起

こり得る全国的な課題や自治体における課題を

学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第２回） （第１回） 
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             …実際の被災地の状況を学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 避難所の現状と課題…ＱＡを交えながら、避難所運営の仕組みや避難所で 

              発生する災害関連死について学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ウ ハード面ソフト面のギャップ…ガイドラインの改定に基づき求められること

と被災地の現状について整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 4 - 

 

（２）演習 

   避難所・避難生活で実際にあった事案を想定とし、グループごとに対応方法

を検討。事案ごとに発表を行った後に講師からの解説を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （例）「Ｑあなたならどうする？」…一人ひとり回答を考えグループ内で共有。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第２回） （第１回） 

（第１回） （第２回） 
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（３）避難所関連製品展示・体験会 

   県内企業を中心に避難所・避難生活に関連する製品の業者展示を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第１回） （第２回） 
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企業名 展示物品 

テレネット株式会社 ハザードトーク 

長野県食品・生活衛生課 ペット同行避難スターターキット 

ＡＣＴヨコイ株式会社 応急給水栓 

株式会社寺田ポンプ製作所 洪水対策用配水ポンプ 

有限会社デンダ 防災備蓄用製品 

赤城工業株式会社 防火服、段ボールベッド 

川島商事株式会社 防災備蓄用タンク 

株式会社ハネマツ 災害用仮設トイレ 

株式会社昭栄商会 パーティション、折りたたみベッド 

尾西食品株式会社 アルファ米他保存食 

株式会社Ｃ-ＳＯＳ 簡易トイレ、消耗品 

株式会社コウサカ 非常用トイレ 

株式会社塚慱 マットレス全般 

千曲運輸株式会社 ドローン関連機材 

エアーストレチャー エアーストレチャー、簡易ベッド 

コンビウイズ株式会社 赤ちゃん用段ボールベッド 

飯田機械ポンプ商会 仮設型トイレ 

ながの移動販売つなぎ局 キッチンカー展示、パネル展示 

株式会社ミヤサカ工業 災害支援車 

株式会社信防エディックス 間仕切りテント、ベッド 

株式会社ウィズファーム おかゆ 

ＷＯＴＡ株式会社 手洗いスタンド 

【展示会参加企業】 
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研修会日程 

 

【第１回】令和７年７月24日（木）サントミューゼ 

【第２回】令和７年11月27日（木）伊那市防災コミュニティセンター 

時間 内容 

9:30 ○受付 

10:00 ○開会 

○主催者挨拶（長野県危機管理防災課） 

10:05 

～11:30 

○研修会（講義） 

 

11:30 

～13:30 

○避難所関連製品展示・体験会 

13:30 

～15:55 

○研修会（演習）  

 

15:55 

～16:00 

○講評（長野県危機管理防災課） 

16:00 ○終了 
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研修会資料 

 

令和7年度 避難所の生活環境向上に係る研修会（第2回） 

次 第 

 

日時：令和7年11月27日（木）10時00分～16時00分 

場所：伊那市防災コミュニティセンター 

【主催】長野県 【共催】日本防火・防災協会 

 

 

１ 開  会 

 

２ 主催者あいさつ 

 

３ 研  修 

（１） 講 義 

「能登半島地震など近年の被災地の実情や課題、実践的な課題や運営ノウハウを 

学ぶ」 

≪講師≫ピースボート災害支援センター 辛嶋 友香里 氏 

 

（休憩） 

避難所関連製品展示・体験会 第１～３研修室（11：30～13：30） 

 

（２） 演 習 

「避難生活を考える図上演習 

 

４ 閉  会 

※ 第１回についても同内容 
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研修会アンケート調査結果 

 

１ アンケート内容 

  ※第１回、第２回同内容 

 

「避難所の生活環境向上に係る研修会」に関するアンケート調査 
御協力のお願い（開催地：上田市サントミューゼ） 

 
 

本日は、当研修にご出席いただきありがとうございました。お手数ではございます
が、アンケート調査にご協力をお願いします。調査結果は今後の研修内容を充実させ
るための参考にさせていただきます。 
 
１．ご記入者、防災業務経験年数を伺います。 
 
（１）属性    

ア.県職員 イ.市町村職員 ウ.自主防災リーダー エ.防災士 オ.その他 
 

（２）防災業務経験年数 
   ア.1年未満 イ.1-3年未満 ウ.3-5年未満 エ.5-10年未満  

オ.10-20年未満 カ 20年以上 
 
２. 講義（講師：辛嶋友香里氏）を受けた感想を伺います。 
 
（１）講義内容はどの程度理解できましたか？ 
   ア.理解できた イ.ある程度理解できた ウ.あまり理解できなかった  

エ.理解できなかった  
 
（２）講義内容は今後の実務に役立つと思いますか？ 
   ア.大変役立つ イ.役立つ ウ.ふつう エ.あまり役に立たない 
 
 
（３）今回の研修は今後も必要でしょうか？ 
   ア.毎年開催してほしい イ.2～3年に1回は開催してほしい 
   ウ.必要ない エ.わからない 
 
（４）講義のご感想、ご意見や、今後の講義に望まれること等記入願います。 
   【良かった点】 
   【改善してほしい点】 
 
３. 展示会に参加した感想を伺います。 
 
（１）展示内容はどの程度理解できましたか？ 
   ア.理解できた イ.ある程度理解できた ウ.あまり理解できなかった  

エ.理解できなかった  
 
（２）展示内容は今後の実務に役立つと思いますか？ 
   ア.大変役立つ イ.役立つ ウ.ふつう エ.あまり役に立たない 
 
（３）今回の展示会は今後も必要でしょうか？ 
   ア.毎年開催してほしい イ.2～3年に1回は開催してほしい 
   ウ.必要ない エ.わからない 
 
（４）展示会のご感想、ご意見や、今後の展示会に望まれること等記入願います。 
   【良かった点】 
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   【改善してほしい点】 
 
４. 研修会全体を通しての感想を伺います。 
   
（１）研修時間の長さ 
   ア.適切な長さだった イ.もう少し短くてよい ウ.もう少し長くてよい 
 
（２）開催時期 
   ア.適切な時期だった イ.他の時期の方がよい 
 
（３）（２）でイと回答した方 
   【参加しやすい日程があればお書きください】 
 
 
（４）今回の研修会はいかがでしたか？ 
ア.大変役だった イ.やや役立った ウ.ふつう エ.あまり役に立たなかった 
 
（５）研修会全体のご感想、ご意見や、今後の展示会に望まれること等記入願います。 
   【良かった点】 
   【改善してほしい点】 
 
 

 

２ アンケート結果（第１回、第２回含め） 

（１）回答数 55件 

 

（２）集計結果 

  ア 回答者属性 

 

市町村職員 38.2％ 

防災士 32.4％ 

県職員 14.7％ 

自主防災リーダー 11.8％ 

その他  

 

 

 

 

  イ 講義の満足度 

  Ｑ１「講義内容は研修内容は理解できましたか？」 

 

理解できた 94.1％ 

ある程度理解できた 5.9％ 
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  Ｑ２「講義内容は今後の実務に役立つと思いますか？」 

 

 

理解できた 94.1％ 

ある程度理解できた 5.9％ 

 

 

 

  Ｑ３「今回の研修は今後も必要でしょうか？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ｑ４「講義のご感想、ご意見や、今後の講義に望まれること」 

 【良かった点（第１回）】 

  ・ワークの内容 

  ・経験者の方のお話が非常に勉強になりました。 

  ・具体的にイメージできた、他の視点からの意見も聞けて良かった。 

  ・答えのない問題を多様な参加者と一緒に考えることができて良かった。 

  ・実際の事例について色々な立場の人の意見が聞けました。 

  ・実践で考えなければならないことが沢山あり勉強になった。 

  ・色々な立場での思いや考え方など難しく考えてしまいましたが、能登での 

   活動を振り返りながら改めて勉強になりました。 

  ・避難所の環境を実例から捉え考える内容はリアリティがあり参考になった。 

  ・講義の内容を演習に活かすことができて良かった、様々な考え方を持つメン

バーと議論出来てよかった。 

 【良かった点（第２回）】 

  ・実際に起こった災害、避難所での実例を交えて講義いただいた点。 

  ・避難所の運営側、避難者側双方の視点から考えることができた。 

  ・避難所運営に係るケーススタディでしたが、様々な意見がありその認識を 

   合わせていくことの必要性を学ぶことが出来た。 

毎年開催してほしい 91.2％ 

２～３年に1回は開催してほしい 8.8％ 
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  ・直ぐにでも役立って解りやすく、皆で共有していくことが大切だと感じた。 

  ・地域の防災学習に役立てられそう、ワークショップが良かった。 

  ・自主防災組織の方とワークを共にできたのは避難所を設営する上で参考にな

る意見や視点が多かった。 

  ・グループ内で自分一人が違った意見の時の説明を考えるのが逆に楽しかった。 

   講義、演習とも時間的に丁度良かった。 

 

【改善してほしい点（第１回/第２回）】 

  ・実際に即したワークを沢山行ってほしい。 

  ・１問あたりの時間を少し減らして講師の開設時間を増やしてほしい。 

  ・今後防災、減災のための平時からの地域活動や地域住民への啓発活動につい

ての研修を実施してほしい。 

  ・当区にも外国人が多く住んでおり、避難所での対応の仕方等について知りた

い。 

 

 

ウ 展示会の満足度 

  Ｑ１「展示内容はどの程度理解できましたか？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ｑ２「展示内容は今後の実務に役立つと思いますか？」 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

理解できた 67.6％ 

ある程度理解できた 32.4％ 

大変役立つ 44.1％ 

役立つ 50.0％ 

ふつう  

あまり役立たない  
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Ｑ３「今回の展示会は今後も必要でしょうか？」 

 

 

毎年開催してほしい 73.5％ 

２～３年に1回は開催してほしい 20.6％ 

必要ない 5.9％ 

 

 

 

  Ｑ４「展示会のご感想、ご意見や、今後の展示会に望まれること」 

 【良かった点（第１回/第２回）】 

  ・様々な分野の展示があったこと。 

  ・新しい製品を実際に直に見られるのが良い。 

  ・業者の説明が分かりやすかった。 

  ・同じ物でも企業ごとに様々で多くの種類を見られたのが良かった。 

  ・避難所の様々な課題を企業の努力、創意工夫で解決していることが判った。 

  ・初めてだったので全てが新鮮で災害に特化した製品が数多く開発されてい 

ることに感心した。 

  ・地元にも非常食ととして使えるものもあるので、紹介していきたい。 

  ・災害グッズ等は常に進化していて、実際の展示物を見てみないと分からない

ものもあるので、とても参考になった。 

 

 【改善してほしい点（第１回/第２回）】 

  ・会場がやや狭い。 

  ・会場のスペース、換気の徹底。 

  ・地域の共助として可能な救出や救護の初動対応訓練等が体験できるものが 

   あっても良かった。 

 

エ 研修会全体を通しての満足度 

  Ｑ１「研修時間の長さは？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

適切な長さだった 79.4％ 

もう少し短くてよい 8.8％ 

もう少し長くてよい 11.8％ 
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  Ｑ２「開催時期は？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ｑ２－２「参加しやすい日程は？」 

  ・５月～６月。各自治体の防災訓練が９月頃多いのでこの時期なら研修内容を

地域の防災訓練等にも反映できる。 

  ・感染症の少ない時期。 

 

  Ｑ３「今回の研修会はいかがでしたか？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ｑ４「研修会全体のご感想、ご意見や、今後の研修会に望まれること」 

 【意見】 

  ・参加することでネットワークも出来る、とても良い機会だと思う。 

  ・事後の業務や備品準備の参考になりました。 

  ・ワークが合って同じテーブルの経験豊富な方の話を聞けたり会話をしながら 

   進められたことが良かった。 

  ・色々な立場の方と触れあう機会が持てて良かった。 

  ・自治体担当者以外（防災士等）の参加がとても良い、色々な視点があり勉強

になる。 

  ・運営者、被災者、行政、学校など様々な視点で考えることで、今後もそうし

た人たちの思いを考えて動くことができる。 

  ・避難所のリアルを知ることができて良かった。 

適切な時期だった 73.5％ 

他の時期の方がよい 26.5％ 

大変役に立った 91.2％ 

やや役に立った 8.8％ 
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（報道）伊那谷ネット「避難所の運営方法を学ぶ」 

 

●2025/11/27（木）伊那谷ねっと 


